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日 時 令和元年 10 月 31 日（木）18:30～21:00 

会 場 3D 会議室 

出 席 委 員 侘美靖委員（会長）、寺田清隆委員（副会長）、 

佐藤鶴代美委員、御幸保宏委員、 

谷口博之委員、河上愛理子委員、工藤祐香子委員、碓井琴音委員 

欠 席 委 員 なし 

市 出 席 者 【社会教育課】吉田課長、大西主査、遠藤主任、上井主任、坂下主事 

オブザーバー 【笹川スポーツ財団】熊谷哲 

 

1．開会 

○「委員の過半数が出席していることから、審議会が成立していること」を確認した。 

 

○会長あいさつ 

 

 

2．議事 

①前回の振り返りについて 

（事務局より議論の内容について説明） 

 

②（仮称）北広島市スポーツ振興計画素案（案）について 

（タイトル及びサブタイトルについては了とすることで全会一致） 

（章立て等の全体構成については了とすることで全会一致） 

（以降、事務局より各章ごとに概要を説明し、適宜質疑） 

 

◆Ａ委員：「する」「みる」「ささえる」の表記はひらがなか、かな漢字交じりか。 同様に、「市

のスポーツの定義」の文章表現にも違和感のあるところがあるので、全体的に言葉

の整理をしてもらいたい。 

●事務局：文章表現とともに図表も併せて整理する。 

◆Ａ委員：東京オリンピック・パラリンピック組織委員会の森喜朗会長が、「する」「みる」「さ

さえる」に加えて「つどう」スポーツをカテゴリーとして掲げていた。計画の中に

も、「つどう」を盛り込んでみてはどうか。 

●事務局：「つどう」は、するために集う、観るために集う、支えるために集うなど、「する」

「みる」「ささえる」のすべてに係るものと理解している。そういった意味では、

あえて特出しせずに既存のカテゴリーの中でカバーするのがよいのではないか。 

 

◆Ａ委員：「拓」を「たくみ」と読み替えるのは国語的に正しいのか。基本理念の「スポーツ

による新たな拓」については挑戦するという精神が伝わるように、例えば、「スポ

ーツにより新たに世界を拓く」や新たなスポーツによる挑戦」としてはどうか。 

●事務局：表現については事務局で整理したい。 
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◆Ｂ委員：スポーツに親しむ人を増やしていくには、要はきっかけづくりだと思う。子供がス

ポーツに触れる機会・きっかけをたくさん選択肢として用意できればよい。 

●Ａ委員：総合体育館だけではなく、駅やエルフィンパークのように人が集まりやすいところ

で、健康フェアのようなイベントを開催したほうがやりやすいのではないか。また、

健康づくりを交えたイベントもよいと思う。 

●事務局：ボールパークの建設にあわせて進められる北広島駅の改修によって広さが確保でき

れば、観戦環境も整うし、人が集いやすくなるので、そういった面からも考えたい。 

 

◆Ａ委員：各大学のボランティアサークルと連携して子供にボールを使った遊びを提供するな

どすれば、学生の参画も促せ、ボランティアの拡大にもつながるのではないか。 

◆Ｃ委員：障がい者スポーツについては一般の人にＰＲできる機会が少ないので、アダプテッ

ドスポーツの普及を通じてＰＲができることが望ましい。元気フェスティバルで大

学のアダプテッドスポーツサークルからも協力を得られればよいのではないか。 

●事務局：大学や学生との連携は模索していきたい。また、元気フェスティバルでは既存の枠

にとらわれずにチャレンジしたいと考えている。 

 

◆Ａ委員：アスリートとパラアスリートは分けて考えるものなのか。パラアスリートとあえて

具体的に表現することで、市の姿勢が伝わってよいのではないか。 

●事務局：パラアスリートの競技支援については施策メニューの中に盛り込んでいない。パラ

アスリートを分けて明記する場合には、具体的な施策をもって姿勢を打ち出さねば

ならない。 

 

◆Ａ委員：地域を活かしたスポーツ選手の育成については、地域特性を活かしたスポーツ選手

の支援、もしくは環境の整備・拡大としてはどうか。あるいは、トップアスリート

育成よりは競技力の向上とした方が分かりやすいのではないか。 

●事務局：そもそも、行政がトップアスリートの育成にどこまで関われるのかという問題意識

もある。施策としてどこまで打ち出せるのか、書き過ぎにも注意したい。 

◆Ｄ委員：先日、当別町スポーツ協会の講演会に出席してきたが、今年から町内の優秀なアス

リートを筑波大学に派遣する計画があるとのことだった。当市ではどうか。 

●事務局：東広島市に小中学生を派遣するスポーツ交流を実施していた時期もあるが、種目に

よっては人数が集まらずマッチングが難しくなってきたので、現在は休止している。 

 

◆Ｅ委員：北海道日本ハムファイターズとの連携で学校事業に組み込まれている体育キャリア

事業を書き込んでもよいのではないか。 

●事務局：記載する。 
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◆Ｃ委員：パラスポーツの関心を高めることが支援の輪を広げる一歩になると感じているが、

広く拾っていくのであれば障がい者スポーツの方が包括的な意味合いがあってよ

いかもしれない。 

●事務局：障がい者スポーツという表現で統一して記載したい。 

◆Ｃ委員：障がい者スポーツの振興については、使える施設があったらよいと思うし、ゆくゆ

くは障がい者専用のスポーツ施設ができればよいと思う。 

●Ａ委員：きたえーるでは、時間帯を分けることを断念して車椅子のジョギングを禁止してい

る。市の施設を一定期間や時間、障がいのあるスポーツ利用者が優先して使用でき

る仕組みをつくることなどが必要だ。 

◆Ｃ委員：旭川市障がい者スポーツセンターおぴったは、障がい者スポーツの情報センターの

役割・機能も持っている。総合体育館にもそういった機能を備えられるとよい。 

◆Ｂ委員：スポーツ推進委員の研修で車椅子種目のボランティアを経験させるものがあった

が、一回経験しただけではなかなか難しい。パラスポーツの振興にあたっては、そ

ういった研修も複数回やってリーダー的な層を厚くしていくのもよい。 

●事務局：障がい者スポーツ支援のメニューに、そういった視点からも盛り込んでいきたい。 

 

◆Ａ委員：スポーツの聖地化に向けた取り組みではなく、スポーツの先進地へ向けた取り組み

の検討としたほうがよいのではないか。スポーツの先進地になるということは、住

民・訪れる人・アスリートが三方良しの関係になるまちづくり、ということ。その

結果、聖地になることはやぶさかではない。 

◆Ｂ委員：ボールパークの中に 1 万人収容のアリーナができれば、レバンガ北海道が来る可能

性もあるし、石屋製菓工場横の敷地にコンサドーレ北海道が来る可能性もある。 

●事務局：スポーツの先進地へ向けた取り組みの検討という表現に修正する。 

 

◆Ａ委員：素案 30 頁の推進体制組織図の学校のカテゴリーに、大学が入っていないのはなぜ

か。地元に大学があるのだから入れてはどうか。 

●事務局：図の中に大学も含めて表記する。 

 

 

➂今後のスケジュールについて 

（次回審議会において計画骨子に係る答申を行う方向を確認） 

 

 

3．その他 

 ○事務局より次回開催日のお知らせ 

12 月 12 日（木）18：30～ 市役所 3 階 3Ｄ会議室にて行われる。 

 

4．閉会 

 


